
　町に最も影響があると考えられる噴火現象が、十和田火山の融雪型火山泥流です。積雪期、融雪期に噴火し、大規模火砕流が発生すると、
発生後3～6時間で、奥入瀬川に沿って泥流が流下してくる可能性があります。
　下図および34ページのハザード情報は、実績積雪データと西暦915年噴火時の毛馬内火砕流の到達範囲を参考に、2年に1度程度の最
大積雪深時に泥流が発生する場合を想定したものです。
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